
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 路面電車を駅前大橋ルートにする場合における広島駅南口周辺のまちづくりイメージ 

 

⑵ 廃線敷の利活用 

 駅前大橋ルートの採用により、廃止される路面電車の走行空間（軌道敷）について、沿線

地域の方々の意見を聴きながら、歩道を拡幅して、歩きやすくすることや、自動車空間とし

て活用して自動車交通の円滑化を図るなど、当該地区の賑わいや快適な環境の創出につなげ

ることについて検討する。 

猿猴橋町付近：歩行者空間として活用することで歩道を拡幅して、歩きやすいものとする

（図４－１参照）。 

荒神橋付近：歩行者空間として活用することで歩道を拡幅して、歩きやすいものとする。

また、自動車空間として活用し自動車交通の円滑化を図る（図４－２参

照）。 

  広場の再整備に合わせて、歩行者の回遊性の向上及び更なる賑わいの創出を図るため、次の

ような事項について、整備に向けて検討を進める。 

⑴ 広島駅南口周辺における歩行者ネットワークの構築（図４－３参照） 

 南口広場を中心に広島駅南口Ａブロック市街地再開発事業、広島駅南口Ｂブロック市街地

再開発事業（以下「Ｂブロック」という。）、広島駅南口Ｃブロック市街地再開発事業区域

（以下「Ｃブロック」という。）、広島東郵便局方面及び広島駅自由通路を結ぶ歩行者空間

を２階レベルで連絡するとともに、Ｂ・Ｃブロック間やＢブロックから猿猴橋町方面に接続

するなど、南口周辺地区における歩行者ネットワークの構築について、検討する。 

広島駅南口周辺の環境整備について 

⑶ その他の環境整備 

 その他、当該地区の賑わいの創出に向けて、以下の事業等についても取り組むことを検討

する。 

  ｱ 猿猴橋復元事業 

  ｲ 河岸緑地の整備 

  ｳ 猿猴橋通りの整備 

図 ４－１  廃線敷の利活用イメージ 

（猿猴橋町付近） 

図 ４－２  廃線敷の利活用イメージ 

（荒神橋付近） 
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＜ 凡  例 ＞ 

：路面電車 駅前大橋ルート 

：路面電車 比治山線（稲荷町交差点接続） 

：路面電車 循環ルートで運用する路線 

：路面電車 既存ルート 

：路面電車 廃止ルート 

：路面電車 存続電停 

：路面電車 廃止電停 

：視点（イメージ図：次頁参照） 

図 ４－３  広島駅南口周辺のまちづくりイメージ 

＜ 凡 例 ＞ 

２階レベルの主な歩行者動線 

地上レベルの主な歩行者動線 

猿猴橋復元事業 

河岸緑地整備イメージ 

広島駅南口 

Ａブロック 

市街地再開発事業 

広島駅南口 

Ｃブロック 

市街地再開発事業 

猿猴橋通りの整備 

（建設当初の猿猴橋） 

廃線敷の利活用 

広島駅南口 

Ｂブロック 

市街地再開発事業 

至 マツダスタジアム 


